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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
介
護
保
険
の
流
用
拡
大
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

現
行
の
地
域
支
援
事
業
費
全
体
の
上
限
で
あ
る
介
護
給
付
費
見
込
額
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
以
下
「
三
パ
ー
セ
ン
ト
上
限
」

と
い
う
。
）
又
は
包
括
支
援
事
業
及
び
任
意
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
上
限
で
あ
る
介
護
給
付
費
見
込
額
の
二
パ
ー
セ
ン

ト
（
以
下
「
二
パ
ー
セ
ン
ト
上
限
」
と
い
う
。
）
の
範
囲
内
で
は
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
の
た
め
の
事
業

（
以
下
「
適
正
化
事
業
」
と
い
う
。
）
の
実
施
の
た
め
の
十
分
な
経
費
の
確
保
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
保
険
者
の
数

は
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
は
、
九
百
四
十
七
保
険
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
保
険
者
の
約
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

そ
の
具
体
的
な
内
訳
は
、
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
が
三
パ
ー
セ
ン
ト
上
限
に
達
し
て
い
る
保
険
者
が
八
百
九
十

九
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
保
険
者
の
約
五
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

ま
た
、
包
括
的
支
援
事
業
及
び
任
意
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
上
限
に
達
し
て
い
る
保
険
者
が
二
百
十

四
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
保
険
者
の
約
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
こ
の
う
ち
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
上
限
に
も
達
し
て
い
る
保

険
者
は
百
六
十
六
保
険
者
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



地
域
支
援
事
業
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
個
々
の
保
険
者
の
判
断
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
厚
生
労
働
省

と
し
て
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
尾
辻
元
厚
生
労
働
大
臣
の
答
弁
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
述
べ
た
も

の
で
あ
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
保
険
者
が
設
置
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に
対
し
て
、
毎
年
度
、
前
年

度
の
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
同
運
営
協
議
会
は
当
該
事
業
報
告
書
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
町
村
及
び
特
別
区
の
広
報
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
等
に
よ
り
公
表
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
地
域
支
援
事
業
の
う
ち
介
護
予
防
事
業
及
び
適
正
化
事
業
の
評
価
を
行
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
介
護
予
防
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
評
価
分
析
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
同
事
業
に
お
い
て
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
集
計
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
今
年
度
内
に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
適
正
化
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
の
介
護
給
付
適
正
化
推
進
運
動
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査

二



を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
適
正
化
事
業
を
全
く
実
施
し
て
い
な
い
保
険
者
の
居
宅
介
護
給
付
費

の
伸
び
率
が
マ
イ
ナ
ス
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
何
ら
か
の
適
正
化
事
業
を
実
施
し
て
い
る
保
険
者
の
居
宅

介
護
給
付
費
の
伸
び
率
が
マ
イ
ナ
ス
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
適
正
化
事
業
の
実
施
に
よ
り
介
護
給
付
費
の
伸

び
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
に
つ
い
て

適
正
化
事
業
は
、
保
険
者
が
不
適
正
又
は
不
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
有
無
を
点
検
し
、
不
正
請
求
額
の
返
還
を
促
す
こ
と

等
に
よ
り
介
護
給
付
費
の
適
正
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
。
御
指
摘
の
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
の
一
部
改
正
を
本
年
二
月
に
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
適
正
化
事
業
を
拡
充
す
る
保
険
者
に
つ
い
て
地
域
支
援
事
業
費
の
上
限
額
を
特
例
的
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
内
容
と
し
、
保
険
料
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
適
正
化
事
業
の
推
進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三


